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町　　　　 税→皆さんが町に納めた税金
地方譲与税等→国税または道税の一部から一定の

基準によって町に譲与あるいは交
付されるお金

地 方 交 付 税→所得税などの国税５税の中から、
町の財政規模等に応じて交付され
るお金

分担金･負担金等→特定の事業を行う場合、特別な利
益を受ける者などから、その経費
にあてるために徴収するお金など

国・道支出金→特定な事業を行う場合に、その経
費にあてるために国や道から交付
されるお金

繰　　入　　金→基金の取り崩しなどにより繰り入
れられるお金

町　　　　 債→町が事業を行おうとする際、一般
財源が不足する場合に借り入れる
お金（特に一時に多額の資金を要
するとき）

議　　会　　費→議員の報酬など議会の活動・運営
のために使うお金

総　　務　　費→課税徴収、戸籍、選挙、統計など
町の全般的な事務に使うお金

民　　生　　費→福祉全般にかかる事業、各種医療
費扶助、福祉施設の管理運営など
に使うお金

衛　　生　　費→保健衛生、ごみ処理など、健康で
衛生的な生活環境を保持するため
に使うお金

労　　働　　費→勤労者の雇用対策などに使うお金
農　林　業　費→農業振興、林業振興、土地改良事

業などに使うお金
商　　工　　費→商工業の振興、観光の振興、企業

誘致などに使うお金
土　　木　　費→道路、公園、公営住宅などの整備･

維持管理および、都市計画事業に
使うお金

消　　防　　費→東十勝消防事務組合の経費に対す
る町の負担金および、災害対策に
かかる活動などに使うお金

教　　育　　費→学校教育・社会教育の振興、各種
教育施設の整備･管理運営などに
使うお金

公　　債　　費→町債など借入金にかかる元金・利
子の償還金

職　　員　　費→町の職員（特別職、一般職および
臨時職員の一部）の給料、手当、
共済費、賃金などに使うお金

基　　　　　金→特定の目的のために資金を積み立
てしたり、定額の資金を運用した
りするものをいう。

用語の説明

予算用語の豆知識 こ
れ
に
八
特
別
会
計
と
一
公
営
企

業
会
計
を
あ
わ
せ
た
町
の
全
会
計
予

算
額
は
二
一
五
億
四
、
八
二
〇
万
六

千
円
、
前
年
度
予
算
額
と
比
較
し
て

二
億
一
、
九
六
〇
万
九
千
円
、
一
･

〇
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
取
り
組
み
は
次
の

も
の
で
す
。

・
暁
町
近
隣
セ
ン
タ
ー
建
設

・
札
内
東
コ
ミ
セ
ン
建
設

・
生
ゴ
ミ
処
理
機
（
電
動
式
）
の
購

入
助
成

・
各
種
検
診
の
受
診
機
会
の
拡
大
・

充
実
化
（
乳
が
ん
検
診
な
ど
）

・
農
業
用
廃
棄
物
再
生
処
理
対
策
事

業
補
助

・
幕
別
駅
前
広
場
整
備
（
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
設
置
他
）

・
若
草
南
公
園
整
備

・
旭
町
西
団
地
公
営
住
宅
整
備

・
教
育
活
動
指
導
助
手
の
配
置

・
札
内
北
小
学
校
増
築

・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
通
年
開
館

・
幕
別
町
民
プ
ー
ル
の
温
水
化

詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ
以
降
で
解
説

し
ま
す
。

本
年
度
、
町
は
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
す
る
の
か
、
そ
れ
が
「
一
般
会
計

予
算
書
」「
特
別
会
計
予
算
書
」
と

い
う
名
前
で
二
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
予
算
書
は
図
書
館
本
館
、

分
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
十
三
年
度
の
予
算
は
二
十
一

世
紀
最
初
の
予
算
で
あ
り
、
本
町
に

と
っ
て
も
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
で
あ
る
「
第
四
期
幕
別
町
総
合
計

画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
予
算
と
し
て
非

常
に
重
要
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け

て
編
成
し
ま
し
た
。

町
の
会
計
は
大
き
く
分
け
て
「
一

般
会
計
」「
特
別
会
計
」「
公
営
企
業

会
計
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
納
め
た
町
税
は
一
般
会
計
に
収

入
さ
れ
ま
す
。

グ
ラ
フ
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、

一
般
会
計
の
財
源
は
地
方
交
付
税
と

呼
ば
れ
る
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

や
町
税
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
お

金
は
目
的
別
に
使
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
は
地
方
交
付
税
が

減
額
に
な
る
見
通
し
で
あ
り
、
町
税

も
微
増
の
見
通
し
で
あ
こ
と
か
ら
財

政
調
整
基
金
三
億
円
と
減
債
基
金
一

億
八
千
万
円
を
取
り
崩
し
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
お
金
の
効
率
的
な
配
分

を
考
え
、
継
続
事
業
や
新
た
な
事
業

の
実
施
な
ど
出
来
る
だ
け
多
く
の
行

政
需
要
に
対
応
す
る
一
方
、
第
二
次

行
政
改
革
に
基
づ
く
推
進
計
画
の
策

定
に
よ
り
、
人
件
費
の
抑
制
や
経
常

経
費
の
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

本
年
度
の
予
算
規
模
は
、
一
般
会

計
が
一
三
〇
億
三
、
四
六
七
万
七
千

円
と
な
り
前
年
度
予
算
と
比
較
し
て

四
億
四
五
三
万
五
千
円
三
・
〇
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
減
額
の
主
な

理
由
は
平
成
十
二
年
度
に
実
施
し
た

経
営
改
善
対
策
な
ど
の
農
林
関
係
補

助
事
業
が
減
少
し
た
こ
と
で
す
。

平
成
十
三
年
度
予
算
案
が
三
月
議
会
で
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し

た
。
町
で
は
、
こ
の
予
算
案
に
基
づ
い
て
、
四
月
か
ら
の
新
年
度
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。
新
年
度
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
13
年
度
予
算

平成13年度予算総額�

215億4,820万6千円� 平成12年度予算総額�

217億6,781万5千円�

一
般
会
計�

比較増減額�
－4億453万5千円�
増減率�
－3.0％�

一
般
会
計�

比較増減額�
1億8,492万6千円�
増減率�
2.2％�

特別会計�
公営企業会計�

特別会計�
公営企業会計�

134億3,921万2千円�134億3,921万2千円�

85億1,352万9千円�85億1,352万9千円�

130億3,467万7千円�130億3,467万7千円�

83億2,860万3千円�83億2,860万3千円�

13年度�

12年度�

増減率�

2,301,254�

1,977,051�

16.4％�

2,553,869�

2,620,431�

▲2.5％�

1,049,364�

   942,301�

11.4％�

110,029�

143,069�

▲23.1％�

  7,231�

19,218�

 ▲62.4％�

1,462,541�

1,387,542�

▲5.4％�

3,919�

4,554�

▲13.9％�

165,447�

150,590�

9.9％�

   859,875�

1,083,847�

▲20.7％�

国民�
健康保険�老人保健�介護保険�簡易水道�

営農用�
水道�

公共�
下水道�

公共用地�
取得�

個別�
排水処理�水道事業�

単位：千円�

一般会計�

歳  入�
130億3,467万7千円�

一般会計�

歳  出�
130億3,467万7千円�

�

町税　町税　15.815.8％�
20億6,1706,170万円万円�
町税　15.8％�
20億6,170万円�

分担金・負担金等�
2.7％�

3億5,751万5千円�
地方譲与税等�
5.1％�

6億5,920万円�

国・道支出金�
8.3％�

10億8,038万8千円�

繰入金�
3.7％�

4億8,214万7千円�

町債�
10.0％�

13億520万円�

諸収入�
8.8％�

11億4,832万6千円�

議会費　0.9％�
1億2,450万8千円�

総務費　6.3％�
8億1,970万円�

民生費　民生費　12.6％�
16億3,7383,738万円万円�
民生費　12.6％�
16億3,738万円�

労働費　0.1％�
1,594万6千円�

農林業費�
7.2％�

9億3,344万2千円�

商工費　3.7％�
4億7,701万円�

土木費　土木費　17.9％�
2323億3,1873,187万1千円千円�
土木費　17.9％�
23億3,187万1千円�

消防費　3.9％�
5億1,412万2千円�

教育費　8.6％�
11億2,175万2千円�

公債費　公債費　19.119.1％�
24億8,9868,986万4千円千円�
公債費　19.1％�
24億8,986万4千円�

職員費　職員費　15.815.8％�
20億5,8845,884万2千円千円�
職員費　15.8％�
20億5,884万2千円�

衛生費　3.9％�
5億524万円�

地方交付税地方交付税�
44.744.7％�

5858億2,4202,420万9千円千円�

地方交付税�
44.7％�

58億2,420万9千円�

財産収入�
0.9％�

1億1,599万2千円�

自�主�財�源�
依�

存�
財�源�

予備費　0.0％�
500万円�

〈特別会計・公営企業会計の内訳〉

ま
ち
の

お
金
の

使
い
道

二
十
一
世
紀
最
初
の
予
算

厳
し
い
歳
入

予
算
規
模

歳
出
の
概
要

予
算
書
を
見
た
い
方
に

歳　入

歳　出

その他
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本
年
度
、
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
一

三
〇
億
三
、
四
六
七
万
七
千
円
。
特
別
会

計
を
あ
わ
せ
た
総
額
は
二
一
五
億
四
、
八

二
〇
万
六
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
予
算
の
中
か
ら
主
な
仕
事

を
紹
介
し
ま
す
。

庁
舎
建
設
以
来
使
用
し
て
い
た
議
場
の

音
響
設
備
を
改
修
し
ま
す
。

新
年
度
か
ら
開
始
す
る
第
四
期
幕
別
町

総
合
計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
印
刷
し

全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

町
内
全
域
の
防
犯
効
果
を
高
め
る
た
め

防
犯
灯
を
一
一
〇
灯
新
設
し
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
、
情
報
収

集
の
確
実
性
を
向
上
す
る
た
め
、
広
域
的

な
地
区
を
対
象
に
い
ろ
い
ろ
な
通
信
手
段

を
用
い
て
の
情
報
伝
達
・
収
集
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

平
成
八
年
度
か
ら
配
備
し
て
い
る
、
防

災
資
材
や
備
蓄
食
料
の
更
新
や
、
非
常
用

発
電
機
（
三
台
）
を
購
入
し
ま
す
。

三
カ
年
計
画
の
最
終
年
次
と
し
て
パ
ソ

コ
ン
を
十
台
導
入
し
、
庁
舎
内
に
配
備
し

た
す
べ
て
の
パ
ソ
コ
ン
を
互
い
に
接
続
す

る
た
め
の
配
線
工
事
と
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

ー
ソ
フ
ト
の
導
入
を
行
い
ま
す
。

宅
地
開
発
に
よ
り
人
口
の
増
加
し
た
暁

町
に
近
隣
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
〇
㎡
）
を
新

設
し
ま
す
。

札
内
地
区
三
番
目
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
約
六
五
〇
㎡
）
を
札
内
支
所
の

東
側
に
建
設
し
ま
す

手
狭
に
な
っ
て
い
る
札
内
支
所
の
事
務

室
な
ど
を
改
修
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制
度
が
ひ
と
目

で
わ
か
る
「
障
害
者
福
祉
ガ
イ
ド
」
を
作

成
し
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
保
有

者
お
よ
び
関
係
者
に
配
布
し
ま
す
。

議
場
音
響
設
備
改
修

特
に
高
脂
血
症
の
予
防
を
目
的
と
し
た

個
別
健
康
教
育
を
行
う
な
ど
、
効
果
的
な

生
活
習
慣
の
改
善
を
支
援
し
ま
す
。

老
人
通
報
用
電
話
を
更
新
し
ま
す
。

共
働
き
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
従
来

は
幕
別
中
央
保
育
所
・
札
内
北
保
育
所
・

札
内
南
保
育
所
で
行
っ
て
い
た
乳
幼
児

（
〇
〜
一
歳
児
）
保
育
を
札
内
青
葉
保
育

所
で
も
開
始
い
た
し
ま
す
。
受
入
人
数
は

各
保
育
所
と
も
十
二
人
程
度
と
な
り
ま
す
。

家
族
に
よ
る
介
護
に
報
い
る
た
め
、
要

介
護
四
お
よ
び
五
に
認
定
さ
れ
た
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
高
齢
者
で
あ
っ
て
過
去
一

年
間
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
か
っ

た
方
に
年
額
十
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
が
低
所
得
者
に
対
し
て

行
う
減
免
措
置
へ
の
助
成
を
拡
充
し
ま
す
。

依
田
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ

男
女
各
一
カ
所
を
和
式
か
ら
洋
式
に
変
え

ま
す
。

札
内
北
保
育
所
は
交
通
量
の
多
い
道
路

沿
線
に
あ
る
の
で
、
送
迎
時
の
安
全
確
保

の
た
め
駐
車
場
（
乗
用
車
七
台
分
）
を
造

成
し
ま
す
。

従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
コ
ン
ポ
ス
ト
の

購
入
助
成
（
二
千
円
）
の
ほ
か
に
電
気
式

生
ご
み
処
理
機
（
堆
肥
製
造
機
）
の
購
入

に
対
し
て
五
〇
％
（
上
限
二
万
円
）
の
助

成
を
行
い
ま
す
。

こ
と
し
の
仕
事

総
合
計
画
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
発
行

防
犯
灯
新
設

防
災
対
策

パ
ソ
コ
ン
購
入
お
よ
び
庁
舎
内
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

暁
町
近
隣
セ
ン
タ
ー
建
設

福
祉
ガ
イ
ド
発
行

健
康
指
導

札
内
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修

札
内
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

建
設

緊
急
通
報
用
電
話
機
更
新

家
族
介
護
慰
労
金
の
贈
呈

札
内
青
葉
保
育
所
乳
幼
児
保
育
の

開
始

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減
措
置

の
普
及
促
進

札
内
北
保
育
所
駐
車
場
造
成

生
ゴ
ミ
処
理
器
購
入
助
成

天
災
資
金
や
負
債
整
理
資
金
な
ど
の
各

種
制
度
資
金
に
対
し
て
利
子
補
給
を
行
い

ま
す
。

ク
リ
ー
ン
農
業
の
積
極
的
な
推
進
と
、

安
全
性
を
求
め
る
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
る
た
め
、
堆
肥
切
り
返
し
作
業
や
堆

肥
の
購
入
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

個
人
で
管
理
す
る
明
渠

め
い
き
ょ

や
暗
渠

あ
ん
き
ょ

排
水
の

補
修
の
た
め
の
作
業
機
械
の
借
上
げ
お
よ

び
運
搬
費
に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

農
業
経
営
の
体
質
強
化
を
目
指
し
て
低

金
利
の
資
金
を
貸
付
し
ま
す
。

農
業
で
使
用
し
た
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
や

肥
料
袋
な
ど
の
再
生
処
理
に
か
か
る
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

和
牛
の
改
良
を
進
め
る
た
め
、
町
が
保

有
す
る
優
良
和
牛
に
よ
る
受
精
卵
を
提
供

し
ま
す
。

優
良
受
精
卵
か
ら
生
ま
れ
た
雄
和
牛
を

町
営
牧
場
で
肥
育
試
験
し
て
産
肉
デ
ー
タ

四
〇
人
の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

学
校
の
管
理
運
営
、
教
職
員
の
研
修
等

の
専
門
的
業
務
に
専
任
職
員
を
配
置
し
ま

す
。集

団
生
活
に
慣
れ
て
い
な
い
新
一
年
生

を
対
象
に
、
指
導
助
手
制
度
を
導
入
し
、

初
め
て
学
校
生
活
を
体
験
す
る
大
事
な
時

期
に
わ
か
り
や
す
い
授
業
を
行
い
ま
す
。

一
年
生
の
多
人
数
学
級（
三
十
人
以
上
）

を
有
す
る
小
学
校
が
対
象
で
す
。

平
成
十
四
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要

領
へ
の
移
行
措
置
と
し
て
学
校
に
交
付
金

を
支
出
し
ま
す
。

の
収
集
を
行
い
ま
す
。

町
で
管
理
し
て
い
る
明
渠
排
水
に
た
ま

っ
た
土
砂
の
除
去
（
九
、
六
〇
〇

）
を

行
い
ま
す
。

暗
渠
排
水
用
の
土
管
な
ど
の
資
材
購
入

に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

国
土
保
全
、
水
資
源
の
か
ん
養
、
保

健
・
休
養
の
場
の
提
供
な
ど
、
森
林
の
多

様
な
機
能
に
対
す
る
町
民
の
期
待
に
こ
た

え
る
た
め
除
間
伐
お
よ
び
造
林
に
か
か
る

経
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

中
小
企
業
に
対
し
て
低
利
貸
付
け
を
行

う
と
と
も
に
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

商
工
会
が
行
う
外
国
人
研
修
生
の
受
入

事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

工
業
団
地
の
取
得
に
対
し
て
資
金
の
貸

付
け
を
行
い
ま
す
。

農
村
部
の
水
洗
化
を
促
進
す
る
た
め
、

個
別
排
水
処
理
事
業
（
四
十
戸
）
と
し
て

合
併
浄
化
槽
を
整
備
し
ま
す
。

札
内
東
中
学
校
、
糠
内
中
学
校
の
教
育

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
更
新
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

札
内
北
小
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教

室
の
増
築
に
合
わ
せ
て
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
導
入
し
、
す
べ
て
の
小
中
学
校

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

初
心
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
を
実
施

し
ま
す
。
講
習
内
容
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
や
メ
ー
ル
の
作
成
で
、
十
二
時
間

の
講
習
を
六
回
に
分
け
て
行
い
、
延
べ
二

制
度
資
金
に
対
す
る
利
子
補
給

除
間
伐
お
よ
び
造
林
補
助

ふ
る
さ
と
土
づ
く
り
支
援

農
用
地
排
水
改
善
対
策

農
業
用
廃
棄
物
再
生
処
理
対
策

優
良
受
精
卵
の
提
供

ゆ
と
り
み
ら
い
総
合
資
金
貸
付

優
良
和
牛
肥
育
試
験

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
改
修

明
渠
排
水
管
理

排
水
向
上
対
策
事
業
補
助

中
小
企
業
融
資
お
よ
び
利
子
補
給

外
国
人
研
修
生
受
入
補
助

工
業
団
地
取
得
資
金
貸
付

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
開
催

下
水
道
個
別
排
水
事
業

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
更
新
・

整
備

学
校
教
育
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
配

置教
育
活
動
指
導
助
手
配
置

特
色
あ
る
教
育
活
動
支
援
事
業
交

付
金
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い
る
町
道
途
別
大
豊
線
（
通
称
東
西
線
）

の
大
豊
側
終
点
か
ら
国
道
38
号
線
ま
で
を

改
良
・
舗
装
（
五
〇
〇

）
し
ま
す
。

十
勝
川
温
泉
方
面
へ
の
バ
イ
パ
ス
と
し

て
交
通
量
の
増
加
し
て
い
る
同
路
線
は
、

通
学
路
で
も
あ
る
の
で
歩
道
の
設
置
工
事

を
行
い
同
時
に
車
道
の
強
化（
五
三
〇

）

を
行
い
ま
す
。

未
整
備
だ
っ
た
団
地
内
道
路
の
改
良
・

舗
装
（
一
八
〇

）
を
行
い
ま
す
。

未
整
備
だ
っ
た
団
地
内
道
路
を
改
良
・

舗
装
（
二
八
〇

）
し
ま
す
。

未
整
備
だ
っ
た
歩
道
（
一
九
〇

）
を

整
備
し
ま
す
。

未
整
備
だ
っ
た
歩
道
（
一
五
〇

）
を

整
備
し
ま
す
。

未
整
備
だ
っ
た
同
路
線
を
改
良
・
舗
装

（
一
二
〇

）
し
ま
す
。

道
路
幅
が
狭
く
一
方
通
行
と
な
っ
て
い

る
同
路
線
を
、
改
良
・
舗
装
（
一
二
〇

）

こ
れ
ま
で
保
護
者
が
四
割
を
負
担
し
て

い
た「
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
」

へ
の
負
担
金
を
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
小
学
校
・
中
学
校
に
つ
い
て
、
全
額
公

費
で
負
担
し
ま
す
。

成
長
の
早
い
子
ど
も
た
ち
に
対
応
す
る

た
め
高
さ
を
調
整
で
き
る
机
・
い
す
を

小
・
中
学
校
に
導
入
し
ま
す
。

明
倫
小
学
校
の
教
員
住
宅
（
一
戸
）
を

建
築
し
ま
す
。

現
在
、
日
新
線
に
使
わ
れ
て
い
る
ス
ク

ー
ル
バ
ス
（
平
成
四
年
導
入
）
の
更
新
を

行
い
ま
す
。

生
徒
数
の
増
え
て
い
る
札
内
北
小
学
校

の
校
舎
を
増
築
し
ま
す
。（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
教
室
一
、
普
通
教
室
二
）

国
際
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
へ
の
町
職
員

の
派
遣
を
取
り
や
め
、
振
興
交
付
金
を
支

出
し
ま
す
。

ア
イ
ヌ
文
化
の
継
承
と
保
存
を
図
る
た

し
ま
す
。

糠
内
川
改
修
に
伴
い
駒
畠
８
線
橋
（
二
四

）
を
整
備
し
ま
す
。

水
路
工
事
（
四
〇

）
を
行
い
ま
す
。

め
、
伝
統
的
楽
器
ム
ッ
ク
リ
の
Ｃ
Ｄ
を
製

作
し
ま
す
。

町
民
プ
ー
ル
の
温
水
化
工
事
を
行
い
、

供
用
可
能
期
間
を
延
ば
し
ま
す
。

札
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
玄
関
ス
ロ

ー
プ
を
設
置
し
ま
す
。

札
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
火
曜
日
も
開
館

し
、
通
年
開
館
と
し
ま
す
。

図
書
館
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
資
料
も
視
聴
で
き

る
よ
う
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
設
置
し

ま
す
。
札
内
分
館
の
夜
間
開
館
を
本
実
施

に
移
行
し
、
毎
週
木
曜
日
は
午
後
八
時
ま

で
閉
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
に
は
午

後
五
時
に
閉
館
し
て
い
た
の
を
本
館
・
分

館
と
も
に
、
平
日
と
同
じ
く
午
後
六
時
ま

で
開
館
し
ま
す
。

「
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
町
内
で
つ
く
る

こ
と
を
通
し
、
演
ず
る
も
の
と
こ
れ
を
鑑

賞
す
る
町
民
と
の
広
場
を
創
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
町
民
芸
術
劇

場
の
運
営
に
対
し
て
、
交
付
金
を
五
百
万

円
支
出
し
ま
す
。

文
化
講
演
会
の
充
実
の
た
め
講
師
謝
礼

を
一
八
〇
万
円
か
ら
三
〇
〇
万
円
に
増
額

し
ま
す
。

給
食
用
食
器
の
計
画
的
更
新
（
本
年
度

は
「
飯
腕
、
汁
碗
」
二
種
類
の
更
新
）
を

行
い
ま
す
。

配
送
に
使
用
す
る
コ
ン
テ
ナ
を
断
熱
性

の
高
い
も
の
に
更
新
し
、
よ
り
お
い
し
い

給
食
に
努
め
ま
す
。

平
成
二
年
に
購
入
し
た
小
型
ロ
ー
タ
リ

ー
除
雪
車
を
更
新
し
ま
す
。

除
排
雪
体
制
の
強
化
を
す
る
た
め
機
械

借
上
料
を
増
額
し
ま
す
。

糠
内
市
街
に
町
営
住
宅
一
棟
二
戸
を
建

設
し
ま
す
。

幅
員
の
狭
い
部
分
の
拡
幅
と
改
良
・
舗

装
（
六
〇
〇

）
を
行
い
ま
す
。

通
学
生
徒
の
交
通
安
全
の
た
め
に
歩
道

（
二
六
〇

）
を
整
備
し
ま
す
。

農
用
地
整
備
公
団
に
よ
り
整
備
さ
れ
て

保
護
者
負
担
軽
減

札
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
玄
関
ス

ロ
ー
プ
等
改
修

可
動
机
整
備

明
倫
小
学
校
教
員
住
宅
建
設

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

札
内
北
小
学
校
校
舎
増
築

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
振
興
交
付
金

ム
ッ
ク
リ
Ｃ
Ｄ
製
作
委
託
料

幕
別
町
民
プ
ー
ル
温
水
化

体
育
館
の
通
年
開
館

図
書
館
の
充
実

町
民
芸
術
劇
場
交
付
金

文
化
講
演
会
の
実
施

給
食
用
食
器
・
断
熱
コ
ン
テ
ナ
の

更
新

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入

除
排
雪
機
械
借
上

糠
内
町
営
住
宅
建
設

幕
別
札
内
線
整
備

途
別
日
新
線
整
備

新
川
大
豊
線
整
備

千
住
3
線
整
備

札
内
9
号
団
地
道
路
1
号
整
備

若
草
西
団
地
道
路
2
号
整
備

泉
町
3
号
道
路
歩
道
整
備

泉
町
5
号
通
歩
道
整
備

東
1
条
2
条
仲
通
整
備

南
町
団
地
道
路
9
号
整
備

駒
畠
8
線
橋
整
備

第
2
豊
岡
川
流
末
整
備国

道
38号
線
�

国道国道270270号線号線�国道270号線�

JR根室本線�①�

②�

③� ④�

⑤�⑤�

⑥�

⑦�
⑧�

⑨�

⑩�

⑪�

⑫�

⑬�

平成13年度事業実施予定図

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

事業内容

千住３線整備

相川地区農道整備

幕別札内線整備

千住地区農道整備

第２豊岡川流末整備

途別地区農道整備

軍豊地区明渠整備

新川大豊線整備

途別日新線整備

南途別地区農道整備

南途別地区農道整備

明倫東地区農道整備

駒畠８線橋整備

規　　模

歩道・車道強化530ｍ

舗装580ｍ･改良1,100ｍ

舗装550ｍ

改良900ｍ

水路40ｍ

改良1,357ｍ

明渠1,280ｍ

舗装500ｍ

歩道260ｍ

排水路450ｍ

改良975ｍ

改良550ｍ

橋梁24ｍ
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住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る
た

め
、大
係
制
へ
の
第
一
段
階
と
し
て
、

平
成
十
六
年
度
ま
で
に
十
一
あ
る
一

人
係
（
職
員
が
一
人
の
係
）
を
一
つ

に
減
ら
し
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課

B

実
　
施
　
平
成
十
三
年
度
か
ら

本
庁
舎
内
の
民
生
部
福
祉
課
と
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
児
童

福
祉
を
除
く
福
祉
部
門
を
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
一
元
化
し
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課
、
関
係
課

B

実
　
施
　
平
成
十
三
年
度

企
画
室
参
事
（
企
業
誘
致
・
開
発

振
興
担
当
）
を
廃
止
し
、
企
業
誘
致

部
門
を
経
済
部
商
工
観
光
課
商
工
振

興
係
に
、
開
発
振
興
部
門
を
企
画
室

参
事
（
企
画
調
査
担
当
）
に
統
合
し

ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課
、
関
係
課

B

実
　
施
　
平
成
十
三
年
度

総
務
部
札
内
支
所
へ
の
来
客
数
の

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
窓
口
体
制

を
増
員
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
し
ま

す
。

B

担
当
課
　
総
務
課
、
関
係
課

B

実
　
施
　
平
成
十
四
年
度

地
籍
調
査
の
実
施
に
向
け
、
平
成

十
四
年
度
に
専
任
職
員
を
配
置
し
ま

す
。

B

担
当
課
　
総
務
課
、
関
係
課

B

実
　
施
　
平
成
十
四
年
度

行
政
能
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

公
園
、
住
宅
、
町
有
林
、
普
通
財
産

な
ど
の
財
産
管
理
部
門
の
一
元
化
を

進
め
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課
、
関
係
課

B

検
　
討
　
平
成
十
四
年
度
か
ら

学
校
教
育
の
充
実
と
社
会
教
育
と

の
連
携
の
た
め
、
学
校
教
育
課
長
を

専
任
と
し
ま
す
。

B

担
当
課
　
教
育
委
員
会
、
総
務
課

B

実
　
施
　
平
成
十
三
年
度

生
涯
学
習
部
門
の
一
元
化
を
進
め

ま
す
。

B

担
当
課
　
教
育
委
員
会
、
総
務
課

B

実
　
施
　
平
成
十
三
年
度
か
ら

各
年
度
四
月
一
日
の
職
員
数
を
次

の
と
お
り
と
し
、
平
成
十
六
年
度
ま

で
に
自
治
省
（
現
総
務
省
）
第
六
次

定
員
モ
デ
ル
を
超
過
し
て
い
る
七
人

の
削
減
を
め
ざ
し
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課

B

実
　
施
　
平
成
十
二
年
度
か
ら

平
成
十
二
年
　
二
百
四
十
三
人

平
成
十
三
年
　
二
百
三
十
八
人

平
成
十
四
年
　
二
百
三
十
七
人

平
成
十
五
年
　
二
百
三
十
六
人

平
成
十
六
年
　
二
百
三
十
六
人

事
務
事
業
の
忙
し
さ
の
状
況
に
応

じ
、
臨
時
職
員
の
適
正
な
配
置
に
努

め
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課

B

実
　
施
　
平
成
十
二
年
度
か
ら

大
係
制
へ
の
移
行

企
業
誘
致
部
門
と
商
工
振
興

部
門
の
一
本
化

福
祉
部
門
の
整
理
統
合

札
内
支
所
窓
口
体
制
の
充
実

財
産
管
理
部
門
の
一
元
化

学
校
教
育
部
門
の
充
実

生
涯
学
習
部
門
の
一
元
化

定
員
の
適
正
管
理

臨
時
職
員
の
適
正
配
置

時
代
に
即
応
し
た
組
織
・
機
構

行 政 改 革 推 進 計 画 そ の 一�

そそ
のの
二二

町
で
は
行
政
改
革
の
具
体
的
な
実
施
項
目
と
な
る
推
進
計
画
（
二
〇
〇
〇
―
二
〇
〇
四
）
を
決
定
し
ま

し
た
。
先
月
号
に
引
き
続
い
て
実
施
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

地
籍
調
査
実
施
に
向
け
た

体
制
の
整
備

定
員
適
正
化

計
画
の
策
定

と
推
進

職員数の推移�
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福祉部門を一元化する保健福祉センター

北
海
道
に
よ
り
行
わ
れ
る
幕
別
駅
前
広
場

（
ロ
ー
タ
リ
ー
と
駐
車
場
な
ど
）
の
整
備

に
あ
わ
せ
て
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
バ
ス
シ

ェ
ル
タ
ー
整
備
を
行
い
ま
す
。

年
次
計
画
で
整
備
し
て
い
る
公
共
施
設

へ
の
案
内
サ
イ
ン
を
三
基
（
東
コ
ミ
セ

ン
・
札
内
支
所
へ
の
案
内
二
基
・
幕
別
南

コ
ミ
セ
ン
へ
の
案
内
一
基
）設
置
し
ま
す
。

水
害
等
に
よ
っ
て
痛
ん
だ
サ
ー
モ
ン
コ

ー
ス
・
つ
つ
じ
コ
ー
ス
の
芝
の
再
整
備
を

行
い
ま
す
。

豊
町
東
公
園
の
ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
、

桂
町
公
園
に
水
洗
ト
イ
レ
を
新
設
し
ま
す
。

二
カ
年
（
二
棟
三
十
二
戸
）
で
整
備
す

る
旭
町
西
団
地
の
公
営
住
宅
（
一
棟
十
六

戸
）
を
建
設
し
ま
す
。

な
お
、
一
階
住
宅
部
分
は
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
方
々
が
よ
り
使
用
し
や
す
い
よ

う
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
概
念
を

取
り
入
れ
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
の
完
成
に
向
け
て
若
草

南
公
園
（
一
・
〇

）
の
造
成
工
事
を
行

い
ま
す
。

幕
別
駅
前
広
場
整
備

公
共
サ
イ
ン
設
置

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備

公
園
ト
イ
レ
水
洗
化

旭
町
西
団
地
公
営
住
宅
建
設

若
草
南
公
園
建
設

駅�駅�

国
道
38号
線
�

①�

⑥�③�

⑦�⑧�

⑩�

⑨�

⑤�

④�④�

②�

⑥�⑥�

駅�

国道38号線�

⑪�

⑫�⑫�

⑬�⑬�

⑭�

⑮�⑮�

札内市街 幕別市街

平成13年度事業実施予定図

番号

1

2

3

4

5

6

7

事業内容

札内北小学校増築

札内北保育所駐車場造成

暁町近隣センター建設

若草西団地道路２号整備

若草南公園

札内９号団地道路１号整備

札内福祉センター改修

規　　模

コンピューター教室１．普通教室２

乗用車７台分

200㎡

改良・舗装280ｍ

1.0㌶

改良・舗装180ｍ

一　式

8

9

10

11

12

13

14

15

札内東コミュニティセンター建設

泉町３号道路歩道整備

泉町５号通歩道整備

旭町西団地公営住宅建設

東１条２条仲通整備

幕別駅前広場整備

幕別町民プール温水化

南町団地道路９号整備

約650㎡

歩道190ｍ

歩道150ｍ

１棟16戸

改良・舗装120ｍ

モニュメント他

一　式

改良・舗装120ｍ



公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
、
専
門
性
、
技
術
力
を
必
要
と
す

る
業
務
や
民
間
が
優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
す
る
業
務
に
つ
い
て
、
可
能
な

限
り
民
間
へ
の
業
務
委
託
を
進
め
ま

す
。

B

担
当
課
　
総
務
課
、
関
係
課

B

実
　
施
　
平
成
十
二
年
度
か
ら

施
設
の
建
設
、
建
替
、
改
修
等
に

あ
た
っ
て
は
、
世
帯
数
・
利
用
状

況
・
建
設
年
度
、
対
象
地
域
の
面
積

な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
、
適
正
規

模
、
適
正
配
置
に
努
め
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課
、
企
画
室

B

実
　
施
　
平
成
十
二
年
度
か
ら

執
行
機
関
に
置
か
れ
る
附
属
機
関

の
委
員
に
つ
い
て
は
、
定
数
の
お
お

1011

近
年
、
住
民
ニ
ー
ズ
が
複
雑
多
岐

に
わ
た
り
、
日
常
業
務
そ
の
も
の
が

特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
さ
れ
る
業
務

と
差
異
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
特
殊
勤
務
手
当
を
見
直
し

ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課

B

実
　
施
　
平
成
十
四
年
度

寒
冷
地
手
当
の
加
算
額
を
国
家
公

務
員
に
準
じ
た
額
に
見
直
し
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課

B

実
　
施
　
平
成
十
三
年
度

時
間
外
勤
務
手
当
・
休
日
勤
務
手

当
の
う
ち
日
常
業
務
に
係
る
支
給
総

額
を
給
料
の
七
％
以
内
と
な
る
よ
う

努
め
ま
す
。
ま
た
、
特
別
の
業
務
に

つ
い
て
は
、
一
件
ご
と
に
予
算
査
定

を
行
い
所
要
額
を
所
管
課
に
配
分
し

ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課

B

検
　
討
　
平
成
十
三
年
度

B

実
　
施
　
平
成
十
四
年
度

寒
冷
地
手
当
加
算
額
の
見

直
し多

様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
、
会
議
の
公
開
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
な
ど
に
努
め
、
政
策
形

成
過
程
や
事
業
の
決
定
過
程
に
お
け

る
住
民
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
既
定
の
政
策
や
事
業
に
つ

い
て
も
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
再
度

住
民
要
望
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

B

担
当
課
　
企
画
室
、
関
係
課

B

実
　
施
　
平
成
十
二
年
度
か
ら

政
策
、
施
策
お
よ
び
事
務
事
業
に

つ
い
て
、
指
標
等
を
用
い
て
有
効
性

や
効
率
性
を
評
価
す
る
た
め
の
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

B

担
当
課
　
企
画
室

B

検
　
討
　
平
成
十
三
年
度
か
ら

B

実
　
施
　
平
成
十
六
年
度

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
媒
体
に
町
民
と
の
情
報
の
共
有

化
を
図
り
ま
す
。

B

担
当
課
　
企
画
室

B

実
　
施
　
平
成
十
三
年
度

日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
知
っ
て

お
き
た
い
情
報
や
諸
手
続
、
困
っ
た

と
き
の
相
談
窓
口
な
ど
を
掲
載
し
た

情
報
誌
「
町
民
便
利
帳
」
を
発
行
し

ま
す
。

B

担
当
課
　
企
画
室

B

検
　
討
　
平
成
十
三
年
度
か
ら

B

実
　
施
　
平
成
十
五
年
度

特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し

時
間
外
勤
務
手
当
・
休
日
勤

務
手
当
の
見
直
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
開
設

職
員
の
意
欲
を
喚
起
し
、
職
員
の

持
つ
能
力
、
特
性
を
最
大
限
発
揮
さ

せ
る
た
め
、
管
理
職
を
除
く
職
員
に

つ
い
て
人
事
異
動
に
お
け
る
自
己
申

告
制
を
導
入
し
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課

B

検
　
討
　
平
成
十
二
年
度

B

実
　
施
　
平
成
十
三
年
度

幅
広
い
視
野
、
企
業
感
覚
、
接
遇

な
ど
を
身
に
付
け
る
た
め
、
従
来
か

ら
行
っ
て
い
る
他
の
地
方
公
共
団
体

と
の
人
事
交
流
に
加
え
、
民
間
企
業

と
の
人
事
交
流
や
民
間
企
業
へ
の
中

長
期
の
派
遣
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課

B

検
　
討
　
平
成
十
三
年
度

B

実
　
施
　
平
成
十
四
年
度

職
員
の
資
質
向
上
、
能
力
開
発
な

ど
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
多
面
的

な
勤
務
成
績
評
価
の
導
入
を
検
討
し

ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課

B

検
　
討
　
平
成
十
三
年
度
か
ら

よ
り
高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
専
門
的
知
識
を
有
す

る
職
員
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課

B

実
　
施
　
平
成
十
二
年
度
か
ら

近
隣
セ
ン
タ
ー
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
適
正

配
置

附
属
機
関
委
員
の
公
募

勤
務
評
価
制
度
の
導
入
の

検
討

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

行
政
運
営
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

最
後
に
・
・
・
・
・

札
内
地
区
の
人
口
増
に
伴
う
窓
口

の
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
、
施
設
の

改
修
に
よ
り
事
務
所
機
能
を
拡
充
し

ま
す
。

ま
た
、適
正
な
職
員
配
置
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
迅
速
化
を
め
ざ

し
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課
、
関
係
課

B

実
　
施
　
平
成
十
四
年
度

庁
内
管
理
業
務
や
各
種
情
報
提
供

を
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
活
用
し
て
行
う
こ

と
に
よ
り
、
省
力
化
し
、
経
費
を
節

減
し
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課

B

実
　
施
　
平
成
十
三
年
度

町
例
規
集
の
台
本
を
廃
止
（
職
員

分
）
し
、
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
ま
た
は
Ｃ

Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
よ
り
提
供
し
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課

B

実
　
施
　
平
成
十
三
年
度

※
　
Ｌ
Ａ
Ｎ
＝
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
な

ど
比
較
的
狭
い
地
域
に
分
散
し
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
構
成
さ
れ
る
情
報

通
信
網

※
　
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
＝
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
外
部
記
憶
機
器
と
し
て
使
わ
れ

る
読
み
出
し
専
用
の
光
デ
ィ
ス
ク

国
の
情
報
技
術
施
策
の
動
向
を
み

な
が
ら
公
共
・
公
用
施
設
を
結
ぶ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課
、
企
画
室

B

検
　
討
　
平
成
十
三
年
度
か
ら

オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
耐

用
年
数
を
に
ら
み
、
順
次
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課

B

実
　
施
　
平
成
十
二
年
度
か
ら

庁
舎
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
構
築

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
事
務
処
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入

Ｏ
Ａ
化
の
推
進

窓
口
に
相
談
等
の
た
め
来
庁
し
た

方
が
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
る
よ

う
、
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
を
椅
子
の
高

さ
に
合
わ
せ
て
切
り
下
げ
る
と
と
も

に
窓
口
の
集
約
化
を
進
め
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課
、
関
係
課

B

実
　
施
　
平
成
十
三
年
度
か
ら

本
庁
窓
口
の
充
実

公
共
・
公
用
施
設
間
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

窓
口
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

札
内
支
所
体
制
の
充
実

町
例
規
集
の
電
子
化

給
与
制
度
の
適
正
化

住
民
参
加
に
よ
る
政
策
や

事
業
の
決
定

む
ね
三
割
を
目
標
に
公
募
し
ま
す
。

B

担
当
課
　
総
務
課
、
関
係
課

B

実
　
施
　
平
成
十
二
年
度
実
施
済

町
民
便
利
帳
の
発
行

政
策
形
成
能
力
、
創
造
的

能
力
を
有
す
る
人
材
お
よ

び
専
門
職
の
育
成
と
確
保

他
の
地
方
公
共
団
体
・
民

間
企
業
と
の
人
事
交
流
、

民
間
企
業
に
お
け
る
中
長

期
の
研
修
実
施

人
事
異
動
に
お
け
る
自
己

申
告
制
度
の
導
入

会
館
等
公
共
施
設
の
設
置

お
よ
び
管
理
運
営

三
月
号
と
今
月
号
の
二
回
に
わ
た

っ
て
「
行
政
改
革
推
進
計
画
」
の
内

容
を
掲
載
し
ま
し
た
。

行
政
改
革
は
、
事
務
事
業
や
組
織

機
構
の
ぜ
い
肉
を
省
き
、
投
資
効
果

の
薄
く
な
っ
た
施
策
を
見
直
し
、
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
財
源
を
既
存
の
施

策
の
充
実
や
新
た
な
施
策
に
必
要
な

財
源
に
振
り
向
け
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
当
に
町
民
の
方
々
が
望
む

施
策
に
再
構
築
し
、
総
体
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
て
い
く
も
の
で

す
。今

回
策
定
し
た
推
進
計
画
は
、
平

成
十
六
年
度
ま
で
の
五
年
間
に
取
り

組
む
六
十
二
項
目
の
推
進
事
項
を
定

め
た
も
の
で
す
が
、
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

十
分
に
伺
い
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
多
く

の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

全
体
的
な
事
項

総
務
部
総
務
課
５
４
‐
６
６
０
８

メ
ー
ルm

akubetu@
hokkai.or.jp

個
別
の
推
進
事
項

担
当
課

公
共
施
設
等
に
お
け
る
業
務

委
託
の
推
進

本庁舎１階の平面図

専
門
職
員
の
育
成

住民係

児童係

国保医療係
ロビー

窓口を集約

正面玄関
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本宮　豊さん
札内青葉町８－３

156－6703
（平成12年度認定）

陶芸の理論講話、実技
指導をします

松井多平さん
宝町128

154－2950
（平成６年度認定）

書道の実技指導をしま
す

野々村春雄さん
札内新北町197－80

156－5717
（平成４年度認定）

書道の実技指導をしま
す

玉置敏夫さん
南町34－３
154－2805

（平成６年度認定）

盆栽・園芸の指導をし
ます

鈴木美智子さん
札内泉町79－32
156－3391

（平成12年度認定）

茶道の指導・お茶会の
手伝いをします

矢野武男さん
札内あかしや町59－25

156－3482
（平成12年度認定）

ゲートボールの指導を
します

松岡正二さん
明倫146－４
157－2239

（平成４年度認定）

木の剪定、指導をしま
す

藤田　勇さん
札内桂町560－11

156－5515
（平成３年度認定）

菊づくりの指導をしま
す

辻　久雄さん
札内新北町28-10

156－2767
（平成12年度認定）

ゲートボールの指導を
します

角　常子さん
札内あかしや町61－86

156－7263
（平成８年度認定）

大正琴の指導をします

山口　清さん
札内春日町316－10

156－3720
（平成12年度認定）

囲碁の指導をします

箕浦　眞さん
美川66

157－2115
（平成３年度認定）

書道の実技指導をしま
す

藤田和子さん
札内桂町560－11

156－5515
（平成４年度認定）

なつかしい歌の指導な
どをします

飛田進次郎さん
札内共栄町163－55

124－2648
（平成４年度認定）

地理的な内容の講演・
説明をします

妹尾初田子さん
札内あかしや町61－40

156－4588
（平成12年度認定）

舞踊・カラオケ等の指
導をします

横山義春さん
新和162－676
157－2643

（平成４年度認定）

農機具の修理方法や茅葺
屋根の製作を指導します

村上喜久恵さん
札内暁町271－113

156－5630
（平成７年度認定）

日舞・剣詩舞の指導を
します

前田節子さん
緑町18－７
154－2362

（平成３年度認定）

社交ダンスなどの指導
をします

中橋定雄さん
札内青葉町13－６

156－4236
（平成４年度認定）

剣道の指導をします

高橋孝子さん
札内青葉町304－２

156－3723
（平成12年度認定）

木彫・木工芸の指導を
します

山本秋雄さん
緑町10－25
154－3367

（平成12年度認定）

釣りの指導やお話をし
ます

三村彌知夫さん
札内あかしや町43－67

156－4326
（平成12年度認定）

ソフトボール・スピード
スケートの指導をします

古海公哉さん
猿別55

154－2686
（平成５年度認定）

社会に関する座談会、
講話をします

中田光義さん
札内中央町319－24

156－4044
（平成12年度認定）

パークゴルフの指導・
マナーの指導をします

妹尾良夫さん
相川343

154－4089
（平成６年度認定）

菊栽培・野菜栽培の指
導をします

正保重信さん
札内中央町330－29

156－4632
（平成７年度認定）

社交ダンスなどの指導
をします

坂下　昇さん
南勢190

157－2572
（平成３年度認定）

陶芸の指導をします

国安廣杉さん
明野402

154－4200
（平成12年度認定）

木工芸の製作、遊戯の
説明などをします

伊藤一男さん
札内青葉町304－21

156－3251
（平成３年度認定）

パークゴルフの指導を
します

明田　章さん
旭町21－69
154－3147

（平成７年度認定）

家庭園芸・洋蘭の栽培
について指導します

須合順幸さん
旭町21－96
154－2485

（平成６年度認定）

ハーモニカの演奏・指
導をします

篠原義一さん
札内春日町294－43

156－2174
（平成３年度認定）

トンボ・コマなどの工
作、製作指導をします

九本栄一さん
札内みずほ町160－60

156－4991
（平成12年度認定）

民謡の披露、歌唱・創
作を伴う講演をします

奥野すゑさん
緑町10－36
154－4478

（平成３年度認定）

茶道の指導・お茶会の
手伝いをします

市丸珠巳さん
旭町18－24
154－2446

（平成12年度認定）

紙芝居・南京玉簾など
の園芸を披露します

新屋敷敏夫さん
旭町42

154－3526
（平成４年度認定）

百人一首の指導をしま
す

佐々木種樹さん
札内青葉町７－13

156－3848
（平成12年度認定）

健康法と人生観につい
ての講話をします

久保敏晴さん
緑町４

154－2885
（平成３年度認定）

菊づくりの指導をしま
す

上原忠雄さん
相川172

154－4188
（平成５年度認定）

菊づくりの指導をしま
す

飯沼寅蔵さん
札内泉町79－56
156－4332

（平成12年度認定）

ボランティアの苦労話
などのお話をします

島田伊蔵さん
札内中央町410
156－3548

（平成７年度認定）

カラオケの指導をしま
す

郷美智子さん
旭町18-40
154－3739

（平成12年度認定）

木彫・木工芸の指導を
します

　平成3年にスタートした幕別町人生学博士制度。平成12年に要綱などを見直し、新たに16人の�
みなさんを人生学博士として認定いたしました。�
　平成13年度、地域・老人クラブなどの活動で、実技指導やお話などをしていただけるみなさん�
をご紹介します。�
　指導や講演の依頼は、本人あてにお問い合わせください。�

平成12年度認定式の様子



・
介
護
老
人
福
祉
施
設

・
通
所
介
護

・
短
期
入
所
生
活
介
護

※
町
内
に
訪
問
介
護
を
提
供
す
る
社

会
福
祉
法
人
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
町
外
の
社
会
福
祉
法
人
で
も
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
十
三
年
四
月
か
ら
は
、
従
来

の
対
象
者
（
①
と
②
）
に
加
え
、
施

設
入
所
者
③
と
在
宅
者
④
と
の
収
入

基
準
の
内
容
を
具
体
的
に
設
定
し
、

軽
減
措
置
の
対
象
者
を
拡
大
し
て
実

施
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
施
設
入

所
者
の
方
は
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ

か
に
、
在
宅
者
の
方
は
①
、
②
ま
た

は
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

が
、軽
減
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者
の
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

①
世
帯
員
す
べ
て
の
市
町
村
民
税
が

非
課
税
で
あ
る
世
帯
に
属
す
る
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
方
。

②
利
用
者
負
担
の
軽
減
が
さ
れ
な
け

れ
ば
生
活
保
護
受
給
者
と
な
っ
て

し
ま
う
方
。

③
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
入
所
者
の

方
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
民
税
が

非
課
税
で
あ
っ
て
、
入
所
者
の
前

年
の
収
入
が
年
額
六
十
八
万
円
以

下
で
あ
る
方
。

④
通
所
介
護
、短
期
入
所
生
活
介
護
、

訪
問
介
護
の
利
用
者
の
方
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
が
属
す
る
世
帯
の

世
帯
員
す
べ
て
の
市
町
村
民
税
が

非
課
税
で
あ
っ
て
、
前
年
の
世
帯

の
総
収
入
が
、
一
人
世
帯
の
場
合

は
年
額
百
万
円
以
下
、
二
人
世
帯

の
場
合
は
百
五
十
万
円
以
下
の
世

帯
に
属
す
る
方
。

※
三
人
以
上
で
は
、
一
人
増
す
ご
と

に
五
十
万
円
を
増
加
し
ま
す
。

軽
減
の
対
象
と
な
る
利
用
者
負
担

は
、
次
の
介
護
費
用
負
担
分
、
食
費

負
担
分
、
日
常
生
活
費
負
担
分
の
三

費
用
で
、
軽
減
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
本
来
負
担
す
べ
き
額
の
二
分
の
一

の
軽
減
に
な
り
ま
す
。

◇
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

と
き
に
か
か
る
費
用
の
一
割
（
介

護
費
用
負
担
分
）。

◇
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
し
た

と
き
に
か
か
る
食
事
の
標
準
負
担

額
（
食
費
負
担
分
）。

◇
日
常
生
活
に
お
い
て
通
常
必
要
と

な
る
も
の
に
か
か
る
費
用
で
あ
っ
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～第12回／社会福祉法人による利用者負担の軽減～

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用
者
負

担
の
軽
減
措
置
は
、
特
に
生
計
が
困

難
な
利
用
者
の
方
を
対
象
に
、
昨
年

四
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平

成
十
三
年
四
月
か
ら
は
、
従
来
の
軽

減
措
置
の
対
象
者
に
加
え
、
施
設
入

所
者
と
在
宅
者
と
の
収
入
基
準
を
新

た
に
設
け
、
対
象
者
を
拡
大
し
て
実

施
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
こ
の
対
象
者
の
拡
大
の
内

容
を
中
心
に
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

利
用
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

利
用
者
負
担
で
軽
減
の
対
象
と
な

る
も
の
は
、
社
会
福
祉
法
人

．
．
．
．
．
．

が
実
施

す
る
次
の
四
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

◇
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）

◇
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

◇
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

◇
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
）

町
内
に
は
、
二
つ
の
社
会
福
祉
法

人
が
あ
り
、
各
社
会
福
祉
法
人
が
実

施
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
利
用

者
負
担
が
軽
減
の
対
象
と
な
る
サ
ー

ビ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
幕
別
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
通
所
介
護

◇
幕
別
真
幸
協
会

皆さ
まの
ご希
望に
応じ
て

介護
保険
に関
する
出前
講座
に伺
いま
す。

問い合わせ先：保健福祉センター（154－3811）担当/介護保険係

て
、
利
用
者
の
方
に
負
担
し
て
も

ら
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の

（
日
常
生
活
費
負
担
分
）。例
え
ば
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
入
所
者
の

方
で
は
理
美
容
代
や
洗
濯
代
な
ど

が
、
通
所
介
護
や
短
期
入
所
生
活

介
護
の
利
用
者
の
方
は
食
材
料
費

な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

軽
減
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

申
請
書
に
収
入
等
申
告
書
と
介
護
保

険
被
保
険
者
証
を
添
え
て
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

軽
減
措
置
の
対
象
者
と
し
て
決
定

し
た
と
き
は
、「
社
会
福
祉
法
人
等

利
用
者
負
担
額
軽
減
認
定
証
」
を
交

付
し
ま
す
の
で
、
こ
の
認
定
証
を
サ

ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

軽
減
措
置
の
有
効
期
間
は
、
軽
減

措
置
の
申
請
を
行
っ
た
日
の
属
す
る

月
の
初
日
か
ら
そ
の
後
最
初
に
到
来

す
る
六
月
三
十
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。
七
月
以
降
も
引
き
続
き
、
軽
減

措
置
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

軽
減
対
象
サ
ー
ビ
ス

幕
別
町
の
社
会
福
祉
法
人

軽
減
措
置
の
対
象
者

軽
減
対
象
の
利
用
者
負
担
と

軽
減
割
合

軽
減
措
置
を
受
け
る
た
め
の

手
続
き

（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
賞
（
個
人
）

▽
倉
井
亮

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
【
個
人
】

▽
青
柳
照
夫
（
青
葉
町
）
▽
田
井
啓

一
（
共
栄
町
）
▽
青
柳
恵
子
（
青
葉

町
）
▽
松
田
祥
子
（
桜
町
）

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
【
団
体
】

▽
札
内
東
中
学
校
男
子
柔
道
チ
ー
ム

▽
札
内
東
中
学
校
女
子
柔
道
チ
ー
ム

▽
全
幕
別
柔
道
少
年
団
（
二
団
体
）

▽
幕
別
陸
上
少
年
団
▽
白
人
野
球
少

年
団

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
【
個
人
】

▽
菊
地
裕
美
（
札
内
東
中
三
年
）
▽

森
脇
初
美
（
幕
別
中
三
年
）
▽
森
若

愛
（
札
内
東
中
二
年
）
▽
萬
代
亜
沙

美
（
幕
別
中
一
年
）
▽
森
若
卓
也

（
札
内
東
中
一
年
）
▽
谷
口
亜
里
紗

（
同
同
）
▽
佐
藤
祐
作
（
幕
別
小
六

年
）
▽
岡
部
祐
也
（
札
内
南
小
五
年
）

▽
大
森
紫
織
（
白
人
小
五
年
）
▽
安

田
こ
よ
み
（
同
同
）
▽
小
川
祐
樹

（
札
内
北
小
五
年
）
▽
金
田
正
太
郎

（
白
人
小
五
年
）
▽
脇
坂
瞳
（
同
四

年
）
▽
垣
亜
衣
子
（
幕
別
小
三
年
）

▽
國
安
健
太
（
札
内
南
小
二
年
）

文
化
奨
励
賞
【
団
体
】

▽
幕
別
本
の
読
み
聞
か
せ
の
会
ち
る

ど
ら
ん

少
年
文
化
奨
励
賞
【
団
体
】

▽
札
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
▽
途
別
小

学
校
五
・
六
年
▽
駒
畠
小
学
校
二
年

少
年
文
化
奨
励
賞
【
個
人
】

▽
萬
代
莉
恵
（
幕
別
中
三
年
）
▽
大

竹
葵
（
同
二
年
）
▽
平
譯
友
喜
（
同

同
）
▽
佐
藤
る
み
（
古
舞
小
六
年
）

▽
山
岸
皓
奈
（
白
人
小
六
年
）
▽
喜

多
円
（
札
内
北
小
六
年
）
▽
神
山
千

明
（
同
同
）
▽
松
田
一
亮
（
古
舞
小

五
年
）
▽
片
倉
彬
貴
（
白
人
小
五
年
）

▽
竹
森
恵
都
（
同
同
）
▽
眞
田
忠
幸

（
同
四
年
）
▽
小
森
万
里
江
（
同
同
）

▽
脇
坂
瞳
（
同
同
）
▽
澤
邊
衣
里
香

（
古
舞
小
三
年
）
▽
今
駒
ま
ゆ
（
白

人
小
三
年
）
▽
川
村
亜
里
紗
（
札
内

北
小
三
年
）
▽
内
野
美
奈
代
（
幕
別

小
二
年
）
▽
本
田
千
佳
（
白
人
小
二

年
）
▽
本
田
未
佳
（
同
同
）
▽
三
田

彩
夏
（
同
同
）

善
　
行
　
賞

▽
白
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
▽
幕

別
中
学
校
生
徒
会
▽
江
陵
高
等
学
校

生
徒
会
▽
糠
内
小
学
校
児
童
会

標
語
最
優
秀
賞

【
交
通
安
全
・
マ
ナ
ー
・
事
故

防
止
の
部
】

▽
片
岡
美
希
（
札
内
南
小
五
年
）

「
な
に
げ
な
い
　
こ
こ
ろ
の
す
き
が

命
と
り
」

▽
奥
井
香
奈
（
札
内
中
一
年
）

「
締
め
よ
う
よ
　
ベ
ル
ト
と
気
持
ち

カ
チ
ッ
と
ね
」

【
あ
い
さ
つ
運
動
の
部
】

▽
松
田
譲
（
幕
別
小
六
年
）

「
お
は
よ
う
で
　
心
の
電
気
　
ぴ
っ

か
ぴ
か
」

▽
澤
谷
麻
衣
（
幕
別
高
三
年
）

「
あ
い
さ
つ
で
　
心
の
花
壇
に
　
花

が
咲
く
」

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
部
】

▽
稗
田
陵
佑
（
明
倫
小
五
年
）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
心
を
み
た
す

思
い
や
り
」

▽
佐
藤
由
佳
（
札
内
中
三
年
）

「
無
理
じ
ゃ
な
い
！
　
必
ず
あ
る
よ

で
き
る
こ
と
」

標
語
優
秀
賞
（
学
校
伝
達
）

【
交
通
安
全
・
マ
ナ
ー
・
事
故

防
止
の
部
】

▽
米
澤
理
沙
（
幕
別
小
五
年
）
▽
松

村
竜
也
（
明
倫
小
五
年
）
▽
萬
代
亜

沙
美
（
幕
別
中
一
年
）
▽
横
田
愛

（
幕
別
高
三
年
）

【
あ
い
さ
つ
運
動
の
部
】

▽
廣
橋
あ
さ
ぎ
（
札
内
南
小
五
年
）

▽
佐
々
木
慶
（
札
内
北
小
五
年
）
▽

大
脇
慶
多
（
幕
別
中
三
年
）
▽
小
丹

枝
裕
二
（
幕
別
高
三
年
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
部
】

▽
佐
藤
る
み
（
古
舞
小
六
年
）
▽
金

澤
謙
太
（
白
人
小
六
年
）
▽
渡
邉
満

（
幕
別
中
二
年
）
▽
渡
邊
み
さ
と

（
札
内
東
中
一
年
）

文化賞・スポーツ賞等表彰式が3月20日、百年記

念ホールで行われました。また、善行賞・標語最優

秀賞の表彰式は2月18日、町民会館で開かれた「第

24回明るいまちづくり住民大会」の席上で行われま

した。受賞された方々は次のとおりです。

平
成
十
二
年
度
幕
別
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
等
表
彰

善
行
賞
・
標
語
　
最
優
秀
賞
の
表
彰

がんば
った人

に



老人会が健康学習
かぜの予防法を学ぶ ９チームが熱戦

幕別町フットサル大会開催

しらかば大学卒業式
祝う会で演芸披露
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公区・サークルの活動�
などを広報広聴担当に�
連絡ください�

二
月
二
十
四
日
、
町
内
の

高
齢
者
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
愛
ま
つ
り

２
０
０
１
」（
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
）
が
百
年
記

念
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
日
は
展
示
や
舞
台
発

表
を
通
し
、高
齢
者
が
交
流
。

展
示
部
門
で
は
絵
画
や
手

芸
、
木
工
芸
な
ど
高
齢
者
の

幅
広
い
趣
味
の
作
品
が
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ル
で
は
各
老

人
ク
ラ
ブ
が
舞
踊
や
歌
を

次
々
に
披
露
。
軽
快
な
踊
り

と
元
気
な
歌
声
に
、
八
百
人

の
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

三
月
四
日
、
町
サ
ッ
カ
ー
協
会

（
亀
谷
雅
彦
会
長
）
主
催
に
よ
る

幕
別
町
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
幕
別

中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
は
今
年
で
六
年
目
。
小
学

生
、
中
学
生
、
社
会
人
の
部
に
分

け
て
行
わ
れ
、
計
九
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
ゲ
ー
ム
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
会
場
に
は
父
母
や
会
社
の

同
僚
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
選
手

に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
小
学
生
＝
札
内
北
小
学
校

▽
中
学
生
＝
札
内
中
学
校

▽
社
会
人
＝
イ
チ
ゴ
オ
ー
レ

三
月
十
一
日
、
藤
間
流
藤
寿
会
・

藤
間
紀
代
澄
社
中
と
町
内
有
志
が
主

催
す
る
「
舞
と
歌
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公

演
」
が
町
百
年
記
念
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。

公
演
で
は
町
内
有
志
の
カ
ラ
オ
ケ

や
歌
に
合
わ
せ
た
優
雅
な
舞
が
披
露

さ
れ
約
四
百
人
の
観
客
は
歌
と
踊
り

の
世
界
に
浸
り
ま
し
た
。

札
幌
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
、
福
沢
恵
介
さ
ん
が
特
別
出

演
し
、
町
心
身
障
害
者
小
規
模
通
所

授
産
施
設
「
ひ
ま
わ
り
の
家
」
の
手

話
と
と
も
に
、
弾
き
語
り
を
披
露
し

ま
し
た
。

益
金
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

あでやかな衣装と舞に感激
歌と舞チャリティー公演

三
月
九
日
、
幕
別
町
民
会
館
に

て
幕
別
町
し
ら
か
ば
大
学
の
卒
業

式
・
終
了
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
大
学
は
高
齢
者
が
自
ら
健
康

で
生
き
が
い
を
持
ち
、
豊
か
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
開

設
し
て
い
る
も
の
で
、
幕
別
校
、

札
内
校
、
南
幕
別
校
の
三
校
に
分

か
れ
て
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

式
で
は
十
五
人
の
卒
業
生
と
百

六
人
の
大
学
院
修
了
生
お
よ
び
二

十
四
人
の
皆
勤
者
が
学
長
か
ら
証

書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

式
終
了
後
は
自
治
会
主
催
の
卒

業
生
を
祝
う
会
が
催
さ
れ
、
各
校

か
ら
ダ
ン
ス
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の

芸
能
発
表
が
あ
り
、
講
師
の
先
生

が
演
じ
た
「
岸
壁
の
母
」
で
は
た

く
さ
ん
の
お
ひ
ね
り
が
投
げ
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

3
9

三
月
十
二
日
、
緑
町
四
公
区
老

人
会
（
緑
和
会
）
主
催
の
「
健
康

学
習
会
」
が
緑
町
近
隣
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
四
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

講
師
に
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
保
健
婦
が
派
遣
さ
れ
「
か
ぜ

に
か
か
る
要
因
、
回
復
の
仕
方
、

予
防
の
方
法
」
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
血
圧
測
定
を
受

け
、
雰
囲
気
が
和
ら
い
だ
後
学
習

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
習
内
容
は
基
本
と
な
る
三
つ

の
ポ
イ
ン
ト
（
①
わ
か
り
や
す
く

②
楽
し
く
取
り
組
め
③
興
味
を
持

っ
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
め
る
）

を
押
え
た
も
の
で
参
加
者
は
「
若

返
え
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

3
4

2
24

まだまだ元気です
シルバーふれ愛まつり開催

3
11

3
12

三
月
九
日
、
百
年
記
念
ホ
ー
ル
で
幕
別
町
文
化
講
演

会
（
町
教
育
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

に
は
民
謡
創
作
活
動
家
の
九
本
栄
一
さ
ん（
み
ず
ほ
町
）

を
お
招
き
し
「
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
知
る
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
九
本
さ
ん
は
「
わ
た
し
た
ち
は
低
脂
肪
で
健

康
に
よ
い
お
米
を
食
べ
て
い
る
。
日
本
は
平
和
で
他
国

よ
り
近
代
化
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
自
然
環
境
が
よ
く
、

仕
事
と
趣
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
」
と
日
本
が
長
寿
国

で
あ
る
理
由
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
九
本
さ
ん
は
、
浪
曲
「
長
生
き
の
歌
」
や
ソ
ー

ラ
ン
節
、
詩
吟
な
ど
を
講
演
に
織
り
交
ぜ
て
披
露
。
来

場
者
は
静
か
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
「
高
齢

者
も
お
し
ゃ
れ
で
、
清
潔
さ
を
保
ち
、
ロ
マ
ン
を
忘
れ

ず
に
生
き
生
き
と
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。

♪
九
十
に
な
っ
て
迎
え
が
来
た
ら

百
ま
で
待
て
よ
と
追
い
返
せ

歌
を
織
り
交
ぜ
て
の
文
化
講
演
会
開
催



○：保健婦さんこんにちは。やっと春らしくなって来て、なんか
の～んびりしちゃうね。日なたぼっこに、お昼寝……気持ち
いいよね。

保健婦：スマイル君こんにちは、ホントにそうよね。
あらあら最近ゴロゴロしてるの？そういえばなんかちょっと
太ったんじゃない？

○：あれっ、わかる？春はお祝い事や歓迎会なんかが多くて、外
食ばっかりなんだ。食べ過ぎちゃうから服もきつくなってさ。
困っちゃうよ。

保：たまにはいいけど、続くとお付き合いも大変ね。そうだスマ
イル君これをみて。肥満の人の年代別割合を、昭和54年と平
成10年で比べた表よ。

○：おやおや？男の人はどの年代も、昔より肥満の人の割合が増
えているんだね。

保：そうなの。仕事などで食事が不規則になったり、野菜不足や
脂肪のとり過ぎが原因だといわれているのよ。外食だと余計
にそうなりがちよね。

○：毎日の生活の積み重ねが、肥満を招くのかぁ～
保：それから、女性の肥満は50歳代以降から4人に1人ぐらいの割

合になっているわ。
逆に10～20代の女性を中心に、「やせ」が増えているともいわ
れているの。

○：ダイエットってやつでしょ？ごはん食べないでやせるのは、
身体に良くない気がするけど。

保：そうね。栄養のバランスがとれていない、無茶なダイエット
は健康をそこなうのよ。「美しさは健康から」だと思うわ。ね
ぇ、スマイル君は自分の適正体重って知っている？「身長
（ｍ）×身長（ｍ）×22」で出せるのよ。ＢＭＩと言う計算方
法で、肥満度もチェックしましょう。
ＢＭＩ値＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
今の体重から計算して25以上の場合は肥満といわれます。

○：どれどれそうか、それでいくとぼくは……うっやばい！　ど
うしよう保健婦さん。

保：大丈夫よスマイル君！一人ひとりが自分の生活習慣や食事内
容を振りかえって、改善の糸口を見つけることが、健康づく
りの第一歩だと思うわ。
例えばこんなこと
朝食を食べていますか？　野菜を食べていますか？食事の内
容は偏っていませんか？　食べ過ぎや、極端なダイエットを
続けていませんか？

○：う～ん、なかなかむずかしいね。いいことはわかっていても、
生活を変えるのは……

保：習慣を変えるというだけではなくて、今までできている良い
習慣を続けることも大切よ。春は環境や生活が変わることが
多いので、心がけてみましょう。

○：そっかぁ～あれもこれもじゃなくて、できそうなことから始
めればいいのか。生活習慣病が、良くない生活習慣の積み重
ねから起こるように、健康は良い生活習慣を積み重ねていく
ことでつくられるんだね。

保：そうね、スマイル君。
○：春は新しいスタートの季節！ぼくも健康づくりをスタートし

よう。皆さんも一緒にスタートしませんか。
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輝いています�シリーズ�

吉村千枝さん（中央町）

@5
This is a story from an old Spanish textbook.
古いスペイン語の教科書からとったお話です。
One day, I boarded a train going from Madrid to
Barcelona. There was a man sitting next to me and a
young man sitting in front of him. 
ある日、私はマドリードからバルセロナへの汽車に乗った。私
の隣には一人のおじさんが座り、おじさんの前に一人の若い男
の人が座っていた。
The train left Madrid and I read a book while the man
next to me read a newspaper. The young man fell asleep
and began snoring softly. 
汽車がマドリードを出発すると、私は本を読み、おじさんは新
聞を読んでいた。若者は寝入り、静かにイビキをかき始めた。
After some time, the train stopped at a small countryside
station. The young man woke up suddenly, looked around
out the window, jumped up quickly, took his jacket and ran
out of the train. 
数時間後、汽車は小さな田舎の駅で止まった。若者は突然目が覚め窓
から周りを見て急に立ち、ジャケットを拾って汽車から走り出た。
I said to the man next to me,“that young man was lucky,
he almost missed his stop”. The man next to me said,

よしむら・ちえ／大正13年生まれ。昭和33年
に札内の吉村醸造店に嫁いでから現在まで醤油
や味噌つくりに携わる。昭和42年に夫の昌樹
さんが亡くなってからは１人で作業を行ってい
る。４人の子どもは釧路と帯広に在住、現在１
人暮らし。趣味は生け花。

昔
な
が
ら
の
味
を
守
っ
て
い
ま
す

Queen’s  English  with  Daniel

ホットライン�
健康づくり� 花のつぼみがふくらんで、スマイル君もふくらんだ!?

～適正体重を知っていますか～

“Isn't that his bag?”“He must have forgotten it when he
left in such a hurry”. Just then, the train started moving.

「あの若者は幸運だったよ。もう少しで目的地を過ぎるところ
でしたね」と私は隣のおじさんに言った。「あれは、彼のかば
んじゃないか？」とおじさんは私に言った。「彼は急いで降り
たせいできっとかばんを忘れていたんだよ」とその時、列車が
発車した。

“Quick, let's take the bag and throw it out of the
window”, said the man next to me. The man opened the
window and we pushed the bag out on to the platform.

「急いで、窓からかばんを投げ出そう！」とおじさんが言った。
おじさんは窓を開け、私はかばんをホームに押し出した。
A few minutes later, the young man came walking down
the train. He said, “Whew, I was really lucky, I was
buying a coffee at the station when the train started
moving. I managed to catch the last carriage and got back
on the train just in time!”We said nothing・・・
数分後、若者が汽車の中に歩いてきた。「いやぁ、よかった、
よかった！すごく幸運だったよ。コーヒーを買っていたら汽車
が発車したんだ。でも、最後の客車に入って、ぎりぎり乗り込
めたよ」私たちは無言でした・・・

The Young Traveler （若い旅行者の物語）

吉
村
醸
造
店
で
は
醤
油
や
味
噌
の
ほ
か

に
自
家
製
味
噌
の
た
め
の
麹こ

う
じ

も
販
売
し
て

い
ま
す
。

「
味
を
変
え
な
い
た
め
に
昔
な
が
ら
の

方
法
で
造
っ
て
い
ま
す
。
大
豆
を
仕
込
ん

で
か
ら
醤
油
と
し
て
販
売
で
き
る
ま
で
に

は
一
年
間
か
か
り
ま
す
。
二
カ
月
に
一
回

仕
込
み
を
し
て
一
年
後
に
諸
味

も
ろ
み

を
絞
っ
て

出
荷
す
る
作
業
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

味
噌
造
り
も
、
仕
込
ん
で
か
ら
一
年
は
時

間
が
必
要
で
す
。
仕
込
む
時
期
は
春
か
ら

七
月
に
か
け
て
と
、秋
口
の
年
二
回
で
す
。

醤
油
は
出
荷
す
る
前
に
保
存
料
を
加
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
希
望
す
る
お
客

様
に
は
保
存
料
無
し
の
製
品
も
お
売
り
し

て
い
ま
す
。
冷
蔵
庫
に
保
存
す
れ
ば
傷
む

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
味
噌
に
は
必
要
が

な
い
の
で
保
存
料
は
使
い
ま
せ
ん
」

「
味
噌
は
麹
さ
え
買
え
ば
一
般
家
庭
で

も
手
軽
に
作
れ
る
の
で
麹
が
よ
く
売
れ
て

い
ま
す
。
作
り
方
は
お
教
え
し
ま
す
の
で

多
く
の
方
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
麹
は
予
約
販
売
を
し
て
い
ま
す
」

「
お
客
さ
ん
は
札
内
地
区
の
方
が
多
い
で

す
が
、
帯
広
か
ら
買
い
に
き
て
く
だ
さ
る

人
も
い
ま
す
し
、
転
勤
先
の
旭
川
か
ら
買

い
に
来
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
」

最
後
に
吉
村
さ
ん
は
「
お
か
げ
さ
ま
で

体
調
は
す
こ
ぶ
る
良
い
で
す
が
、
こ
の
年

齢
な
の
で
い
つ
ま
で
で
き
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
一
年
一
年
が
勝
負
と
思
っ
て
造
り

に
励
ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

今
月
は
、
七
十
六
歳
の
現
在
も
醤
油

し
ょ
う
ゆ

や

味
噌

み

そ

造
り
を
し
て
い
る
札
内
中
央
町
の
吉

村
千
枝
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
村
さ
ん
が
醸
造
の
仕
事
に
携
わ
っ
た

の
は
昭
和
三
十
三
年
に
吉
村
醸
造
店
に
嫁

い
で
き
た
と
き
か
ら
で
す
。

「
主
人
に
子
ど
も
た
ち
が
店
を
継
ぐ
と

は
限
ら
な
い
の
で
、
自
分
が
年
を
と
っ
て

か
ら
も
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
、
お
ま
え

も
醸
造
を
覚
え
ろ
と
い
わ
れ
醤
油
や
味
噌

を
造
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
作

業
を
見
て
い
て
主
人
の
す
る
こ
と
を
手
伝

っ
て
い
た
だ
け
で
す
」

夫
の
昌
樹
さ
ん
が
昭
和
四
十
二
年
に
亡

く
な
っ
た
た
め
、
千
枝
さ
ん
が
吉
村
醸
造

店
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
せ
っ
か
く
昭
和
三
年
か
ら
続
い
て
き

た
お
店
な
ん
だ
し
、
一
度
や
二
度
失
敗
し

て
も
大
丈
夫
だ
か
ら
と
い
わ
れ
、
や
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
不
思
議
と
大
き
な
失
敗

を
し
な
い
で
今
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
主
人
か
ら
教
え
ら
れ
た
昔

な
が
ら
の
や
り
方
を
守
っ
て
き
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
」

一
人
で
醸
造
の
仕
事
を
や
っ
て
来
た
こ

と
に
つ
い
て
吉
村
さ
ん
は
「
札
内
泉
町
の

黒
川
夫
妻
が
工
場
と
配
達
の
仕
事
を
手
伝

っ
て
く
れ
た
の
と
、
先
代
か
ら
吉
村
の
味

噌
・
醤
油
を
使
っ
て
い
た
お
客
様
が
引
き

続
き
利
用
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
今

日
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お

客
様
や
仕
事
を
支
え
て
く
れ
た
皆
様
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

肥満の人の割合の推移

※肥満とはBMIで25以上の場合



書
の
直
送
や
他
館
と
の
相
互
貸
借
に
よ

り
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
要
求
に
お
こ
た
え
で

き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
図
書
館
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

匿
　
　
　
名

年
は
、
か
ぜ
が
は
や
っ
て
い
ま
す
。

特
徴
は
下
痢
、
頭
痛
が
多
い
よ
う
で

す
。
そ
し
て
長
引
き
ま
す
。
わ
た
し
も
今

年
だ
け
で
、二
度
も
か
ぜ
を
ひ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
か
ぜ
に
は
き
を
つ
け
て
ね
！

✎

…
十
分
な
睡
眠
と
栄
養
を
と
り
、
適
度

な
運
動
を
す
る
こ
と
で
か
ぜ
を
ひ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
Ｎ．

十
夜
千
里

月
九
日
に
ひ
ま
わ
り
の
家
（
幕
別
町

心
身
障
害
者
小
規
模
通
所
授
産
施

設
）
の
方
々
と
交
流
し
ま
し
た
。
わ
た
し

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
長
で
結
構
大
変
だ

っ
た
ん
で
す
が
、
楽
し
く
や
れ
ま
し
た
。

芸
披
露
で
は
友
人
と
一
緒
に
似
顔
絵
等
を

描
き
ま
し
た
。
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う

で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
こ
う
し
た
交
流
は
あ
ま
り
な
い

よ
う
な
の
で
、
各
学
校
等
で
も
っ
と
広
ま

れ
ば
い
い
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

絵を見ることが好きで、自分でもかけたらいいなと思い始めました。
現在は帯広市に行き習うとともに、幕別でも「くまげらの会」とい
うサークルで皆さんと楽しく描いています。この絵は帯広にある双
葉幼稚園です。わたしにとって絵は安らぎを感じさせてくれますね。
今後は個性を生かした絵がかけるように心がけたいです。

21 20

さあ、問題だよぉ！�

広報クイズ 169

匿
　
　
　
名

道
上
の
駐
車
が
多
い
の
で
、
非
常
に

不
愉
快
で
す
。
近
く
に
小
・
中
学
校

が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
変
危
険
だ
と
思
い

ま
す
。
な
ん
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
？

✎

…
具
体
的
な
場
所
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

歩
道
上
で
の
駐
車
は
違
反
に
な
り
ま
す
の

で
、
警
察
へ
ご
連
絡
願
い
ま
す
。
な
お
、
町

と
し
て
は
広
報
紙
を
通
じ
て
交
通
ル
ー
ル

の
順
守
と
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
す
。

匿
　
　
　
名

書
館
札
内
分
館
の
規
模
と
蔵
書
数
を

よ
り
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

✎

…
図
書
館
札
内
分
館
に
は
、
現
在
約
五

万
五
千
冊
の
蔵
書
が
あ
り
ま
す
。
人
気
の

高
い
文
学
書
を
は
じ
め
、
百
年
記
念
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
て
い
る
各
種
講
座
に
合
わ

せ
た
図
書
の
収
集
を
中
心
に
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
蔵
書
構
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
施
設
の
拡
充
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
館
所
蔵
図

図
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このページではみなさん
からのお便りや取材で聞
いた意見・作品などを紹
介しています。

ATELIERわたしの�

アトリエ�

わたしの�

アトリエ�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
絵

画
や
手
芸
、
陶
芸
品
な

ど
、
み
な
さ
ん
の
力
作

を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ．平成13年度の一般会計予算額

はいくら？

①215億4,820万6千円

②130億3,467万7千円

③85億1,352万9千円

【応募方法】

はがきにクイズの答え、氏名、

年齢と、ご意見、ご要望などを書

き添えてください。

【あて先】

〒０８９－０６９２

幕別町本町１３０番地

幕別町役場企画室広報広聴担当

【締め切り】

４月１２日（消印有効）

【前回の当選者】

応募総数は24通でした。先月号の

正解は②で、当選者はＰＮみるく

さん、ＰＮ.ＳＵさん、杉野留美子

さん、ＰＮ.ゆきんこさん、ＰＮ.こ

とぶき丸さんです。

【毎月5人に図書券をプレゼント】

▽
磯
部
勇
さ
ん
（
相
川
）
か
ら
図
書
整
備

基
金
に
五
万
円
▽
山
内
由
雄
さ
ん（
途
別
）

か
ら
福
祉
推
進
基
金
に
三
万
円
▽
今
江
一

良
さ
ん
（
五
位
）
か
ら
福
祉
推
進
基
金
に

十
万
円 ご

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
三
月
二
十
日
現
在
）

▲双葉幼稚園（油彩Ｆ６号）

絵は退職後に始めました。現在は「くまげらの会」と日曜画家
の集まりの「チャーチル会」に入っています。この絵はイタリ
ア･フィレンツェに行った時に、町の素晴らしさに感動し、撮影

久保田　孜さん
（文京町）

歩

植村　玲子さん
（桂町）

今三

▲ドウオモ眺望（油彩下８号）

した写真と記憶をもと
にかきました。サンタ･
マリア･デル･フィオー
レ大聖堂を中心とした
街全景の絵です。今後
は相手に感じてもらう
絵をかきたいです。

※ドウオモ～ローマ、フィレンツェ、ベニス
などの寺院を指す。

ILLUSTわたしの�わたしの�

イラスト�イラスト�

ＰＮ．モ
モヨ

小
田
お

だ

開
斗
か
い
と

（
若
草
町
）

平
成
十
二
年
四
月
十
六
日
生
パ
パ

芳
則
さ
ん

マ
マ

幸
代
さ
ん

大好きな「いないいな
いばあ」で僕はゴキゲ
ン。

く
ん

前
多
ま
え
だ

優
花
ゆ
う
か

（
新
北
町
）

平
成
十
二
年
四
月
二
十
三
日
生
パ
パ

憲
寿
さ
ん

マ
マ

ひ
さ
よ
さ
ん

葉月お姉ちゃんと一緒
にいたずら練習中の優
花です。

ち
ゃん

ID
OLわが家の�

アイドル�

わが家の�

アイドル�

村む
ら

尾お

優ゆ
う

華か

（
西
　
町
）

平
成
十
二
年
四
月
二
十
日
生
パ
パ

正
徳
さ
ん

マ
マ

美
々
恵
さ
ん

カゼをひいているとき
でもイチゴをみるとニ
ッコリ。

ち
ゃん

ＰＮ．参弐壱　零

ＰＮ．北条あさめ丸

ＰＮ．はっち

ＰＮ．レキＳＰ

来月は平成12年5月生まれのお子さん
です。4月12日（消印有効）までに写
真と20字程度のコメント、住所、氏名
（パパとママも）、性別、生年月日を企
画室広報広聴担当までお寄せください。
なお写真はお返ししませんので、ご了
承願います。

体を動かして、健康づくりしませんか？

…第35回　あなたの｢転びやすさ｣をチェック！…

募 集 内 容

なんとなく足元がふらつく、つまずきやすい、歩く速さが遅くなった等…思い当たる方は要注意。筋力やバランス感
覚が低下しているかもしれません。この機能が低下すると自分の体を思うように支えられなくなり、思わぬ所で転倒し、
骨折…となる事もあります。まずは、現在あなたがどのくらい転びやすい状態にあるかをチェックしてみましょう。

〔１人脚相撲〕
…イスに座り、
足首の前後を重
ねて、互いに押
し合い力を入れ
て、７秒間保つ。
足を入れかえて
3回ずつ繰り返
す。

２．脚の筋力アップ運動

Ａ．０秒～10秒
「転倒に要注意！」
…ふらつかないで歩ける体を目指し
て､運動にチャレンジしましょう。

Ｂ．10秒以上
「ひとまず安心」
…油断は禁物。今から予防に励んで、
元気に過ごしましょう。

〔脚筋力と骨を
強化〕
…ひざを軽く曲げ
て、その場で30回
軽くジャンプする。
（ひざ疾患のある方
はひかえてくださ
い）

目を開けた
まま、片足
で何秒立っ
ていられま
すか？

《
結
　
果
》

転倒予防のためのオススメ運動
1．毎日を活動的に過ごしまし

ょう。
…ウォーキングや自転車等、適度

な運動で、転ばない体力づくりを

しましょう。こまめに体を動かす

事も大切です。

〔足首の曲げ伸ばし〕
…ひざを伸ばして座り、両足首を
手前に十分に曲げ、５秒間止めた
後、元に戻し、５回繰り返す。

３．バランス感覚を
高める運動

〔超スピード足ぶみ運
動〕
…イスに座ったまま、10
秒間、できるだけ早く左
右の脚を交互に上下に動
かす。

４．体を機敏に動か
すための運動

坂
本
さ
か
も
と

結
依
ゆ

い

（
桜
　
町
）

平
成
十
二
年
四
月
二
十
五
日
生
パ
パ

崇
さ
ん

マ
マ

展
子
さ
ん

やんちゃ娘の「ゆい」で
す。毎日あきもせずにサ
イフの中のカードを抜く
のがお気に入り。

ち
ゃん

〔両目を閉じバランスを
とりながら片足で立つ〕
…目標60秒（ふらついてもい
いように、壁やイス等、すぐ
体を支えられるものを近くに
置いておきましょう）



こ
ち
ら

編
集
室
で
す

も
う
す
ぐ
桜
が
咲
き
、
花
見
の
季

節
で
す
。
花
見
は
単
な
る
行
楽
と
し

て
で
は
な
く
、
農
村
で
は
そ
の
年
の

農
事
の
始
ま
り
と
し
て
、
田
植
え
を

す
る
娘
た
ち
を
中
心
に
祝
う
風
習
が

あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
桜

の
開
花
を
合
図
に
農
作
業
も
忙
し
く

な
り
、
そ
の
後
、
野
山
も
緑
に
包
ま

れ
ま
す
。

桜
の
開
花
は
沖
縄
で
一
月
に
寒か

ん

緋ひ

桜ざ
く
らが

咲
き
始
め
、
北
海
道
で
は
五
月

が
見
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。
北
海
道
で

は
南
部
に
染
井
吉
野

そ
め
い
よ
し
の

も
あ
り
ま
す

が
、
主
と
し
て
蝦
夷
山
桜

え
ぞ
や
ま
ざ
く
ら

で
す
。

毎
年
、
桜
前
線
と
し
て
発
表
さ
れ

る
の
は
、
染
井
吉
野
を
対
象
と
し
た

も
の
と
の
こ
と
で
す
。

み
ど
り
が
い
っ
ぱ
い
の
季
節
も
、

も
う
す
ぐ
で
す
ね
。

妹
尾
・
山
端

人の動き《平成13年2月末日現在》

人　口　25, 185人 （－ 2人）

男　　12, 128人 （－ 2人）

女　　13, 057人 （± 0人）

世帯数　 9, 385戸 （＋12戸）

広報まくべつ　　　2001年4月号

■発行　幕別町

■編集　企画室広報広聴担当

（〒089-0692  北海道中川郡幕別町本町130番地

TEL  0155-54-6610 FAX  0155-54-3727）

第28回

1,516回線

幕
別
町
内
の
電
話
回
線
数
は
九
千
三
百
五

十
回
線
（
平
成
十
三
年
二
月
末
日
現
在
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
調
べ
、
札
内
地
区
の
帯
広
局
番
を

除
く
）
で
そ
の
内
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
は
千
五
百

十
六
回
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
は
一
契
約
で
同
時
に
二
カ

所
と
通
話
で
き
る
こ
と
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
へ
の
接
続
が
早
い
こ
と
な
ど
か
ら
急
激
に

利
用
が
伸
び
て
い
ま
す
。
幕
別
町
で
Ｉ
Ｓ
Ｄ

Ｎ
回
線
を
一
般
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
平
成
七
年
か
ら
で
、
グ
ラ
フ
に
見
る

よ
う
に
急
激
に
利
用
が
伸
び
て
き
ま
し
た
。

便
利
な
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
で
す
が
、
利
用
す

る
に
は
交
換
局
か
ら
の
距
離
が
八
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
内
と
い
う
制
限
が
あ
っ
た
た
め
農
村

地
区
で
は
利
用
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
農
協
関
係
者
な
ど
が

利
用
希
望
者
を
取
り
ま
と
め
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
働

き
か
け
た
こ
と
に
よ
り
特
別
に
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
国
内
で
の
世
帯
普
及

率
は
十
九
・
一
％
（
平
成
十
二
年
三
月
現

在
・
通
信
白
書
調
べ
）
で
す
が
、
幕
別
町
で

も
新
年
度
に
は
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
開
催
し
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
や
パ
ソ
コ
ン
の
初
歩
に
つ

い
て
講
習
を
行
い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ

い
。
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※

※
総
合
サ
ー
ビ
ス
デ
ジ
タ
ル
網
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
提
供
し
て
い
る
高
速

デ
ジ
タ
ル
通
信
回
路
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
一
般
回

線
よ
り
高
速
に
利
用
で
き
る
。


